








　　②熱中症予防に関する総合的研究（ 6）    （松本孝朗）
















  第 1 回  演題：「Bridging the Gap Use of Biomechanics in Golf
       ―バイオメカニクス研究と実践の間に架け橋を―」
    講師：Young –Hoo Kwon 氏
      （国際スポーツバイオメカニクス学会会長、Texas Woman’s University）
    日程：2017年 7 月18日
  第 2 回  演題：「オーストラリアでの内外研究を終えて
       ～スポーツの教育、研究、実践環境の違い～」
    講師：倉持　梨恵子 氏（中京大学スポーツ科学部准教授）
    日程：2017年10月 2 日
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  第 3 回  演題：「スポーツ×留学　～トビタテ留学 JAPANに参加して感じたこと～」
    講師：大河内　瑞穂 氏（中京大学スポーツ科学部 4年生）
    日程：2017年11月14日
  第 4 回  演題：「Academic×Industry Collaboration Research for Sports Equipment
       ―台湾におけるスポーツ用品開発の産学共同研究―」
    講師：劉　強 氏（台北市立大学　教授）




       （国立障害者リハビリテーションセンター研究所神経筋機能障害研究室長）
    日程：2017年 5 月29日
  第51回  演題：「日常生活動作から身体運動のメカニズムを考える
       ―立ち上がり動作の分析からみた下肢筋力測定法の開発―」
    講師：吉岡　伸輔 氏（東京大学大学院総合文化研究科身体運動科学研究室准教授）
    日程：2017年  7 月 5 日
  第52回  演題：「Let's get eccentric!」
    講師：野坂　和則 氏（Edith Cowan University 教授）

































　　日　　程：会場①： 8月 1・ 3・ 8・10・17日（ 9：30～12：30）







　　①　2017年 6 月28日 ｢全体ミーティング｣  鈴木 雄貴 助手
　　②　2017年 7 月12日 ｢指導案作成指導｣  鈴木 雄貴 助手
　　③　2017年 7 月14日 ｢救急法の指導｣  清水 卓也 教授
　　④　2017年 7 月21日「球技種目の指導」  鈴木 雄貴 助手
　　⑤　2017年 7 月24日 ｢タグラグビーの指導｣  青石 哲也 先生































項目名 予算額（1） 決算額（2） 差引額（1）－（2）
消 耗 品 費 5,285,245 4,764,158 521,087
通 信 運 搬 費 209,900 207,930 1,970
印 刷 製 本 費 1,035,440 691,134 344,306
旅 費 交 通 費 300,000 191,540 108,460
修 繕 費 200,000 28,382 171,618
支払報酬手数料 588,000 523,360 64,640
賃 借 料 57,452 7,452 50,000
会 費 10,800 38,460 △27,660
会 議 費 67,500 56,523 10,977
雑 費 1,111,310 390,770 720,540
図 書 資 料 費 250,000 601,638 △351,638
教育用機器備品 1,777,626 2,834,502 △1,056,876
ソ フ ト 支 出 0 140,134 △140,134




  自　　2017年 4 月 1 日







（研 究 員） 荒　牧　　　勇  梅　村　義　久　  種　田　行　男
  大　家　利　之  川　端　昭　夫  菊　池　秀　夫
  倉　持　梨恵子  輿　水　大　和  小　山　　　哲
  近　藤　良　享  今　　　有　礼  清　水　卓　也
  鷲　見　勝　博  曽我部　哲　也  田　内　健　二
  髙　橋　繁　浩  滝　　　克　己  瀧　　　剛　志
  辻　井　正　次  二　瓶　雄　樹  長谷川　純　一
  堀　山　健　治  松　本　孝　朗  三　上　　　肇
  三　宅　恵　介  明　翫　光　宜  山　田　憲　政



































  1985年 4 月 1 日制定
〔注〕2005年 4 月から改正沿革を付記した。
改正　　2005年 4 月 1 日　　2014年 4 月 1 日
　　　　2015年 4 月 1 日　　2016年 4 月 1 日
































































































4  　研究員総会は、研究員総数の 2分の 1以上の出席をもって成立し、その議決は、出席者の過半数
によるものとする。ただし、可否同数のときは、議長が決する。








































































　この規程は、1994年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則




　この規程は、2005年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、2014年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、2015年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、2016年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則




  1985年 4 月 1 日制定
〔注〕2005年 4 月から改正沿革を付記した。











































　この施行細則は、1994年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則




　この施行細則は、2005年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この施行細則は、2016年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この施行細則は、2018年 4 月27日から施行する。
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中京大学体育研究所紀要投稿規程
（投稿資格）
1．本誌への投稿は、原則として「中京大学体育研究所構成員」とする。但し運営委員会が認めた場
合には、その限りではない。
（原稿の種類）
1．原稿の種類は「総説」、「原著論文」、「実践研究」、「研究報告」、「研究資料」、「活動報告」とする。
（投稿に関する技術要領）
1．原稿はワードプロセッサーで作成するものとしA4判横書き、原則として全角40字×25行（1,000
字）の設定とする。
2．引用文献は原則として本文の最後に一括し、雑誌の場合は、著者、題目、雑誌名、巻号、ページ、
発表年次という順に、単行本の場合は、著者、書名、ページ、発行所、発行年次という順に記載
する。
3．和文原著論文には、英文の題目、著者名（共著者を含む）および400語以内の英文抄録とその和文
対訳を添える。英文原著論文には、和文の題目、著者名（共著者を含む）および800字以内の和文
抄録とその英文対訳を添える。
4．図表には通し番号とタイトルをつけ、本文とは別に番号順に一括する。図表の挿入箇所は、本文
原稿に赤字などで指示する。
5．原稿は、電子メール添付、もしくは記録メディア（CD-R、USB メモリなど）に保存し提出する
こと。合わせて、本文・図・表を紙媒体でも提出すること。
6．体育研究所共同研究費によって行われた研究はその旨を明記すること。
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